
・ABF賞の受賞者（体育祭や文化祭で陰からみんなを支えた生徒）

・立礼運動の受賞者（立礼運動週間で優れた挨拶ができた生徒）

に対して、ネームプレート（右写真）を授与します。

「スピリット・オブ・福吉」とは、福吉中学校の魂を持った誇り高

き生徒という意味です。ネームプレートには、シルバーとゴールド

の２色があり、二度以上、受賞した生徒にはゴールドのプレートが

授与されます。

今回の受賞者は、右の１１名です。この受賞をきっかけに生徒た

ちのやる気や向上心が高まることを期待したいと思います。

学校だより 「プラス一歩」
～ １人の１０歩より、１０人の１歩 ～

分かる授業づくりめざして！
～教師の学びあいはつづく～

平成２８年

７月号

校 長

糸島市立福吉中学校

６月１４日（火）に福吉小学校と福吉中学校合同の研修

会を本校で開催しました。

小中学校では児童・生徒の実態をもとに、「分かる授業

づくり」に取り組んでいます。

テーマを「ユニバーサルデザインの視点を生かした授業

づくり」とし、全ての生徒が「分かる・できる授業」をめざして

糸島市立福吉中学校

糸島市二丈福井5918番地1

電話：092(326)5529

FAX ：092(326)6086

食育講演会 6月23日(木) ～食べ物から自分の暮らしを見つめる～

真剣な学習態度です

狩猟女子こと畠山千春さんは、糸島市二丈の山中で、自給

自足をモットーに、食べ物や仕事、エネルギーをつくり出す生活

を実践しています。

美しい景色とおいしい食べ物、人のぬくもりがある糸島の魅力

に子どもたちも時間を忘れて聞き入っていました。

普段、あまり気にもとめない食べ物への感謝の気持ちや、家

族や仲間などの大切さを考えるきっかけとなった時間でした。

狩猟女子：畠山 千春さん

たとえば・・・こんな工夫をしています。

①学習に集中できるように、教室内の前面の掲示物を

シンプルにする。（カレンダーやポスター等を貼らない）

②集中できるように、物音をなくす。

（秒針音のない時計など）

③棚の中が見えないようにする。（学級文庫本など）

④黒板は常に綺麗にしておく。

⑤学習の進め方やルールを写真や図などでで示す。

⑥一度に多くのことは説明せず、短い言葉で話す。

・・・などなどです。

このように、一人ひとりにとって役立つ支援を行

い、全ての生徒が分かる授業づくりをめざして、今

後も教師の学びあいを続けてまいります。

それは、すべての生徒が学習活動によりよく参加でき

るようにする、下記のような授業づくりの手法のことです。

先生たちも真剣です

見やすく整理された黒板

「ユニバーサルデザイン」って、なんなんでしょう？

「スピリット・オブ・福吉」

～田植え体験～

6月29日(水）全校集会で表彰

樅木 愛鐘

川上 未来

林田 颯眞

鏡 詩月

岩崎 真生光

野 詩織

加茂正彦さん

加茂正嗣さん

神宮 健人

永田 将太

遠藤 暖也

中村 洸斗

富田 階斗

本校では、食の大切さを実感することを

ねらいとして、田植えから稲刈り、餅つきま

での学習を行っています。このような体験

は、本校ならではのものです。あぜの除草

作業、そして塩水選から田植えまで、陰で

支えてくださった「農業の達人」加茂親子の

方々に心から感謝いたします。

このように様々な体験活動を通して、規

範意識や自尊感情を醸成していくと共に、

勉強に運動に友情に若い力をぶつけられ

る子どもたちに成長してくれることを願って

います。


